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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第106期

第１四半期連結
累計期間

第107期
第１四半期連結

累計期間
第106期

会計期間

自平成29年
 ４月１日
至平成29年
 ６月30日

自平成30年
 ４月１日
至平成30年
 ６月30日

自平成29年
 ４月１日
至平成30年
 ３月31日

営業収益 （千円） 10,054,466 10,651,440 41,657,349

経常利益 （千円） 490,617 658,491 1,668,373

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（千円） 324,015 422,742 1,461,605

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 425,352 405,522 1,522,531

純資産額 （千円） 13,908,880 15,244,910 15,003,921

総資産額 （千円） 42,178,280 43,204,898 42,613,829

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 15.97 20.84 72.05

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 32.9 35.2 35.1

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

２．上記の営業収益には消費税等は含まれていない。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載していない。

４．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営

指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっている。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はない。また、主要な関係会社における異動もない。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はない。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものである。

（1）財政状態及び経営成績の状況

　　　　 当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、米中貿易摩擦など不安定な国際情勢による影響が懸念され

るなか、企業収益の改善や雇用・所得環境の改善に加え個人消費の持ち直しが見られ景気は緩やかな回復基調で

推移した。

　　　　 当社グループの主要な業務である運輸業界においても、貨物輸送量は小幅ながら増加傾向にあるものの、時間

外労働の削減に向けた取り組みや、深刻化する人手不足問題など、厳しい経営環境にある。

　　　　 このような状況のもとで当社グループは、主力の特別積合事業を中心として３ＰＬ事業、引越し事業、静脈物

流などの幅広い輸送の提案を行い、さらなる輸送品質の向上を図り物量の確保に取り組むとともに、昨年施行さ

れた改正標準貨物自動車運送約款を追い風として、より一層の適正運賃の収受にも力を注いできた。

　　　　 なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１

四半期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較

を行っている。

 

　　財政状態

　　　　　当第１四半期連結会計期間末の総資産は432億４百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億９千１百万円の

増加となった。これは、現金及び預金の増加等により流動資産が４億９千８百万円増加し、車両運搬具の増加等

により固定資産が９千２百万円増加したことによるものである。

　　　　　負債については279億５千９百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億５千万円の増加となった。これは短

期借入金の増加等により流動負債が10億７千１百万円増加し、長期借入金の減少等により固定負債が７億２千万

円減少したことによるものである。

　　　　　純資産については152億４千４百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億４千万円の増加となった。これは

主に利益剰余金の増加によるものである。

 

　　経営成績

　　　　　当第１四半期連結累計期間の営業収益は106億５千１百万円（前年同四半期比5.9％増）となり、営業利益は６

億１千７百万円（前年同四半期比35.2％増）、経常利益は６億５千８百万円（前年同四半期比34.2％増）、親会

社株主に帰属する四半期純利益は４億２千２百万円（前年同四半期比30.5％増）となった。

　　　　 セグメントの経営成績は次のとおりである。

　　　 ①貨物運送関連

　　　　 貨物運送関連については、適正運賃の収受に取り組んだことなどにより、営業収益は101億５千万円（前年同四

半期比5.4％増）となった。営業利益は、外注費（傭車料）等の増加はあったものの、諸経費の削減に努めた結

果、５億６千７百万円（前年同四半期比36.9％増）となった。

　　　 ②石油製品販売

　　　　 石油製品販売については、商品販売価格の上昇等により営業収益は３億２千２百万円（前年同四半期比18.0％

増）となり、営業利益は２百万円（前年同四半期は６百万円の営業損失）となった。

　　　 ③その他

　　    その他については、自動車用品販売、フォークリフト販売及び一般労働者派遣等を含んでおり、営業収益は１

億７千８百万円（前年同四半期比19.5％増）となり、営業利益は４千２百万円（前年同四半期比8.8％増）となっ

た。

 

（2）経営方針・経営戦略等

　　　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ない。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　　　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はない。

 

（4）研究開発活動

　　　　　該当事項はない。

 

３【経営上の重要な契約等】

 当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

（注）平成30年６月28日開催の第106回定時株主総会において、当社普通株式について10株を１株の割合で併合する旨、

及び株式併合の効力発生日（平成30年10月１日）をもって、発行可能株式総数を40,000,000株から4,000,000株に

変更する旨の定款変更が承認可決された。

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 22,000,000 22,000,000
東京証券取引所

市場第二部
単元株式数1,000株

計 22,000,000 22,000,000 － －

（注）平成30年６月28日開催の第106回定時株主総会において、株式併合の効力発生日（平成30年10月１日）をもって、

単元株式数を1,000株から100株に変更する旨の定款変更が承認可決された。

なお、株式併合後の発行済株式総数は、19,800,000株減少し、2,200,000株となる。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はない。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はない。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はない。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年４月１日～

　　平成30年６月30日
－ 22,000 － 2,420,600 － 1,761,954

 

（５）【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はない。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成30年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてい

る。

①【発行済株式】

平成30年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  1,718,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 20,113,000 20,113 －

単元未満株式 普通株式    169,000 －
１単元（1,000株）未

満の株式

発行済株式総数 22,000,000 － －

総株主の議決権 － 20,113 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が１千株含まれている。また、

　　　　「議決権の数」には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれている。

 

②【自己株式等】

平成30年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

岡山県貨物運送株式会社
岡山市北区清心町

４番31号
1,718,000 － 1,718,000 7.80

計 － 1,718,000 － 1,718,000 7.80

　（注）当第１四半期会計期間末日現在における所有自己株式数は1,719,337株で、発行済株式総数に対する所有株式数

の割合は7.81％である。

 

２【役員の状況】

　該当事項はない。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成している。

 

２．監査証明について
 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から平

成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,881,609 6,478,355

受取手形及び営業未収入金 ※ 7,355,453 ※ 7,159,941

たな卸資産 135,923 135,018

その他 303,594 401,988

貸倒引当金 △4,651 △4,610

流動資産合計 13,671,929 14,170,692

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 7,542,734 7,464,000

車両運搬具（純額） 1,494,725 1,642,327

土地 15,550,082 15,550,082

その他（純額） 239,561 304,389

有形固定資産合計 24,827,105 24,960,801

無形固定資産 611,864 605,798

投資その他の資産   

投資有価証券 3,073,017 3,034,871

その他 442,942 445,765

貸倒引当金 △13,029 △13,029

投資その他の資産合計 3,502,929 3,467,606

固定資産合計 28,941,899 29,034,205

資産合計 42,613,829 43,204,898

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 3,041,769 2,975,538

短期借入金 7,103,714 7,677,995

未払法人税等 359,691 322,065

賞与引当金 261,006 4,950

その他 2,425,859 3,282,557

流動負債合計 13,192,040 14,263,107

固定負債   

長期借入金 10,886,981 10,189,307

役員退職慰労引当金 106,964 95,879

退職給付に係る負債 2,979,834 3,031,993

資産除去債務 103,249 103,668

その他 340,838 276,033

固定負債合計 14,417,868 13,696,881

負債合計 27,609,908 27,959,988
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,420,600 2,420,600

資本剰余金 1,770,311 1,770,311

利益剰余金 10,471,798 10,732,290

自己株式 △291,654 △291,825

株主資本合計 14,371,054 14,631,376

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 632,393 611,538

退職給付に係る調整累計額 △25,590 △22,843

その他の包括利益累計額合計 606,802 588,694

非支配株主持分 26,063 24,838

純資産合計 15,003,921 15,244,910

負債純資産合計 42,613,829 43,204,898

 

EDINET提出書類

岡山県貨物運送株式会社(E04195)

四半期報告書

 8/15



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

営業収益 10,054,466 10,651,440

営業原価 9,202,244 9,642,445

営業総利益 852,221 1,008,995

販売費及び一般管理費 395,549 391,787

営業利益 456,672 617,208

営業外収益   

受取利息 12 12

受取配当金 17,998 18,893

受取賃貸料 41,844 43,849

持分法による投資利益 13,053 14,643

その他 14,255 16,600

営業外収益合計 87,165 93,999

営業外費用   

支払利息 52,256 50,865

その他 963 1,851

営業外費用合計 53,220 52,716

経常利益 490,617 658,491

特別利益   

固定資産売却益 6,463 10,487

特別利益合計 6,463 10,487

特別損失   

固定資産売却損 － 9,196

特別損失合計 － 9,196

税金等調整前四半期純利益 497,080 659,781

法人税、住民税及び事業税 219,379 319,005

法人税等調整額 △48,652 △82,853

法人税等合計 170,726 236,152

四半期純利益 326,354 423,629

非支配株主に帰属する四半期純利益 2,338 887

親会社株主に帰属する四半期純利益 324,015 422,742

 

EDINET提出書類

岡山県貨物運送株式会社(E04195)

四半期報告書

 9/15



【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

四半期純利益 326,354 423,629

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 82,654 △20,854

退職給付に係る調整額 16,344 2,746

その他の包括利益合計 98,998 △18,107

四半期包括利益 425,352 405,522

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 423,014 404,634

非支配株主に係る四半期包括利益 2,338 887
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【注記事項】

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

負債の区分に表示している。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※四半期連結会計期間末日満期手形

 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしている。なお、当

四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会

計期間末日残高に含まれている。

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成30年６月30日）

受取手形 96,242千円 90,067千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　　　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していない。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）の償却額は、次のとおりである。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日）

減価償却費 364,565千円 374,739千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

    配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月28日

定時株主総会
普通株式 121,731 6  平成29年３月31日  平成29年６月29日 利益剰余金

 
 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年６月30日）

    配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月28日

定時株主総会
普通株式 162,249 8  平成30年３月31日  平成30年６月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
貨物運送
関連

石油製品
販売

計

営業収益        

外部顧客への

営業収益
9,632,117 273,257 9,905,374 149,092 10,054,466 － 10,054,466

セグメント間
の内部営業収
益又は振替高

8,321 529,179 537,500 376,059 913,560 (913,560) －

計 9,640,438 802,436 10,442,874 525,151 10,968,026 (913,560) 10,054,466

セグメント利益

又は損失（△）
414,606 △6,336 408,270 38,762 447,032 9,640 456,672

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、自動車用品販売、

フォークリフト販売及び一般労働者派遣等を含んでいる。

　　　２．セグメント利益又は損失の調整額9,640千円は、セグメント間取引消去である。

　　　３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はない。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年６月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
貨物運送
関連

石油製品
販売

計

営業収益        

外部顧客への

営業収益
10,150,784 322,422 10,473,207 178,233 10,651,440 － 10,651,440

セグメント間
の内部営業収
益又は振替高

7,976 635,487 643,464 329,047 972,511 (972,511) －

計 10,158,761 957,910 11,116,671 507,280 11,623,952 (972,511) 10,651,440

セグメント利益 567,512 2,463 569,975 42,157 612,133 5,075 617,208

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、自動車用品販売、

フォークリフト販売及び一般労働者派遣等を含んでいる。

　　　２．セグメント利益の調整額5,075千円は、セグメント間取引消去である。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はない。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日）

１株当たり四半期純利益 15円97銭 20円84銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円）
324,015 422,742

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益（千円）
324,015 422,742

普通株式の期中平均株式数（千株） 20,288 20,280

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載していない。

 

（重要な後発事象）

　     該当事項はない。

 

２【その他】

　該当事項はない。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項なし。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

  平成30年８月９日

岡山県貨物運送株式会社   

取締役会　御中   

 

 有限責任監査法人 トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 三宅　　昇　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 吉村　康弘　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている岡山県貨物運送

株式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日か

ら平成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、岡山県貨物運送株式会社及び連結子会社の平成30年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管している。

　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていない。
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